
①搬送袋のファスナーを開く

Patient Transport Bag
（PTB）

〈使用上の注意〉
１.突起物のある場所での収納はしないでください。
２.破損の原因になりますので、袋を引きずらないでください。
３.ファスナーカバーは、確実に締めてください。より確実にするためには、ファスナーカバー
　の上から、ガムテープ等で、しっかり止めてください。
４.袋の中に、ドライアイスを入れないでください。
５.高温・多湿の場所での保管は、しないでください。

※ご使用前に、ファスナーや縫い目、または生地の異常等がございましたら、ご使用はおやめください。
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②患者を搬送袋に収納する
③搬送袋のファスナーを閉める
（ご遺体を収納する場合）

地震時や感染症発生時の両方に使える

●最大100kgの重量に耐えるタフな設計
●縦220㎝、横90㎝と大きな構造のため、
　体の大きな方も搬送可能

●取手が8つ付いており、力の弱い方でも搬送可能
●有事の際、力を合わせて救助ができます

Point 1

Point 2

Point 3

地震はいつ来るか分からない！ 新興感染症もいつ来るか分からない!
女性など力の弱い方でも
救助に参加可能！

多機能型
感染患者搬送袋

220cm

90cm

●既存の担架とは異なり、
　不織布で作られた多機能型感染患者搬送袋
●血液バリア、ウイルスバリアともにクラス６
●遺体収納袋としても設計された製品
●－18℃までの耐寒製品

〈取扱方法〉

〈納入実績〉
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